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Kagoshima National College of Technology (KNCT) offers various manufacturing and scientific experimental 
classes for elementary and junior high school students in Kagoshima in order to develop creative human resources in 
the region and to raise children’s interest in science.  KNCT initiates community support activities, in partnership 
with educational institutions in the region, by holding open lectures on topics such as robot making and operation 
experience. 
This paper reports the results of manufacturing and scientific experimental classes held in collaboration with 
Kagoshima Municipal Science Hall as one of the regional cooperation activities.  This event is regarded as a part of 
KNCT’s PR activity. 
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1 緒 言 
鹿児島高専では，地域での創造的人材の育成と，子
どもたちの理科離れを食い止めるための方策として，
県下の小中学生を対象としたものづくり・科学講座を
毎年多数開講している．これまでに，ロボットの製作・
操作体験等の公開講座等，地域の教育界等と様々な形
での連携による地域支援活動を実施してきた． 
鹿児島市立科学館とも，共催事業である｢鹿児島高専
のロボットがやってきた｣という行事等を行っている． 
このようにして，平成 21年度より，鹿児島市立科学
館との連携（共催）により，科学工作実験教室やロボ
ットの動作説明等の各種イベントを通じて科学に対す
る興味や関心を高め，夢や創造性を育む機会を設ける
事業を計画し 2)，3)，独立行政法人科学技術振興機構
(JST)の平成 22 年度地域の科学舎推進事業「地域活動
支援」に，“小中学生のためのものづくり・科学教室「鹿
児島高専の日 2010」”のテーマで，平成 21 年度に引き
続き採択された． 
本企画を，鹿児島高専を地域へ広く PR し，科学技
術者育成を行う本校への志願者増に向けた広報活動の
一環とも位置づけ，科学実験教室や展示等を計画し，
平成 22 年 8月 22 日（日）に鹿児島市立科学館にて実
施した 1)，4)． 
 
2 本企画の目的，周知活動と各機関の役割 
本企画の目的を，次のように設定した． 
地域での創造的人材の育成と，子どもたちの理科離
れを食い止めるための方策として，小中学生の多い鹿
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  図１ 開催案内のポスター 図２ 科学実験教室受講者募集チラシ 
児島市に立地する鹿児島市立科学館との連携（共催）
により，工作実験教室や科学実験教室及びロボットの
動作説明等の各種イベントを通じて科学に対する興味
や関心を高め，夢や創造性を育む機会を設ける． 
また，本企画により，工学系の高等教育機関となる
鹿児島高専を地域へ広く PR し，科学技術者育成を行
う鹿児島高専への志願者増に向けた広報活動の一環に
位置づける． 
これらの目的を達成するために，展示・実験及び科
学実験教室等の企画を次のような事業内容で実施した． 
事業名：独立行政法人科学技術振興機構(JST)平成 22
年度地域の科学舎推進事業地域活動支援採択 
小中学生のためのものづくり・科学教室 
「鹿児島高専の日 2010」 
主催：鹿児島工業高等専門学校， 
鹿児島市立科学館 
開催日時：平成22年8月22日（日）10:00～16:00 
実施場所：鹿児島市立科学館（鹿児島市） 
対象者：小中学生，一般 
担当者：鹿児島高専教職員他39名，学生30名， 
    鹿児島市立科学館職員10名 
周知活動としては，次のような事柄を行った． 
イベントの開催日や実施内容及び工作教室等の応募方
法については，鹿児島市立科学館により，新聞や市民
広報誌への掲載によって広く案内し，より多くの参加
者を募る広報を行った．鹿児島高専は，図 1 及び図 2
に示すようなポスター，チラシを作成し，会場の市立
科学館が位置する鹿児島市内、鹿児島高専の所在地で
ある霧島市内及び学校近隣の姶良郡内の小中学校へ配
布し広く案内した． 
また，鹿児島市立科学館及び鹿児島高専とも，それ
ぞれのホームページ上にイベント開催の案内を掲載し，
広く一般に周知した． 
 なお，当日使用するテキスト，パンフレット類も，
学内の各学科及び技術室で検討，作成して当日配布し
た． 
鹿児島高専は，平成 15 年に日本技術者教育認定機
構（JABEE）の認定審査「教育プログラム名：環境創
造工学」に合格し，JABEE の認定校となっている．そ
の中で国際性を持った教養豊かな人間を育て，個性的で創
造性に富んだ開発型技術者を育成している．また，産業と
社会を持続的に発展させていくために，地域での創造
的人材の育成と，子どもたちの理科離れを食い止める
ための方策がぜひとも必要であり，地域の産業界や教
育界などと様々な形での連携による公開講座や人材育
成事業を実施している．今回の事業については，科学
実験教室等の講師や助手等，企画及び運営全般を担当 
した． 
鹿児島市立科学館は，各種展示物や特別イベント，
− 34 −
大竹　孝明　　山下　俊一　　日高　達也
新納　時英　　鯵坂　徹郎
   
 - 35 -
     表１ 活動内容と対象者及び実施時間帯 
工作教室，実験教室を通じて，科学に対する青少年育
成を行っており，会場や設備の提供及び小中学校等へ
の周知活動を担当した． 
 
3 科学実験教室等の活動内容と成果 
活動内容(対象者,時間帯)については，表 1に示すよ
うに，科学実験教室とロボットによる演奏・紹介や各
科の科学実験，学校紹介等を企画した．  
Ⅰの科学実験教室では，事前応募した小・中学生に
対して，電子工作，ロボット制御プログラム操作等の
六つのテーマを設定した． 
なお，図 3 に示したように，各テーマをまとめて，
「科学実験教室テキスト」を作成し配布した． 
Ⅱのロボットによる演奏・紹介や各科の科学実験，
学校紹介等については，鹿児島市立科学館の一般来館
者を対象とし自由見学・体験操作としたが，高専で製
作した音楽ロボットによる演奏会，学生が製作した高
専ロボコン大会参加のロボットの展示・紹介，専攻科
のものづくり教育の取り組み（新聞紙製作の椅子）の
展示，並びに学内の６学科による科学実験や展示と学
校紹介のパネル展示や資料配付の四つの企画を実施し
た． 
一般来館者の内訳は，大人 608 名，子供 626 名の合
計 1,234名であった． 
一方，六つの科学実験教室は，公開講座の形式で小 
図３ 科学実験教室テキスト
 
学校 5，6年及び中学生の応募者に対して実施した． 
 
Ⅰ 科学実験教室 小学校 5,6年生 4名及び中学生 65名  
(事前応募)                 計 69名 
①ソーラーカーや電気で動く車を作ろう 中学生 10名、10：00～11：30，  
②あなたも UFOキャッチャーの名手 中学生 12名  10：00～11：30 
③光、音、電波を出そう！ 小学校 5,6年生及び中学生 12名、12：30～14：00 
④芝生と木のあるソーラーエコハウスを作ろう 中学生 10名、12：30～14：00 
⑤ライントレーサロボットを作ろう 中学生 10名、14：30～16：00 
⑥風に向かって走る車を作ろう 小学校 5,6年生及び中学生 15名、14：30～16：00， 
Ⅱ ロボットによる演奏・紹介や各科の 
   科学実験，学校紹介等 
鹿児島市立科学館の一般来館者 
   大人 608名，子供 626名，計 1,234名 
①演奏ロボットによる音楽会 11：00～11：30 フルートとロボット演奏 
②学生が製作したロボットの展示及び紹介 10：00～16：00、ロボコン参加ロボット 
③ものづくり教育の取り組み（新聞紙製作の椅子） 10：00～16：00、専攻科学生説明 
④機械，電気電子，電子制御，情報， 
  都市環境デザインの各工学科及び 
一般教育科(物理)による科学実験と 
学校紹介・展示 
10：00～16：00、水素でうごくクルマ体験！、エレク
トロニクスショー、体験しよう！電子制御の世界、ネッ
トロボ、人が憩えるまちづくりをめざして、鹿児島発惑
星行き～はやぶさはもどった、あかつきは旅立った～ 
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図５ 演奏ロボットによる音楽会 
図６ 各専門学科による実験及び紹介 
「ネットロボ」 
図４ 科学実験教室「ライントレーサ 
ロボットを作ろう」 
図７ 一般教育科物理の「鹿児島発惑星行き～
はやぶさはもどった、あかつきは旅立った～」
69 名の受講者があり，小学校 5，6 年が 4 名，中学生
が 65 名であった． 
イベント終了時（16 時）に 1,234 名の入館者，三つ
の科学実験教室の受講者が 69 名であり，市立科学館及
び本校の担当教職員並びに学生等各方面の協力により，
計画していたイベントは全て予定通り無事に終了する
ことが出来た．図 4には科学実験教室の「ライントレ
ーサロボットを作ろう」の受講風景，図 5には演奏ロ
ボットによる音楽会，図 6には各専門学科による実験
及び紹介「ネットロボ」，図 7には一般教育科物理の「鹿
児島発惑星行き～はやぶさはもどった、あかつきは旅
立った～」の様子を示した．来場者も多く，小中学生
ばかりではなく引率の保護者等も興味を示し，また，
本校学生による説明等も有意義なものとなり，科学技
術教育の推進及び理科離れ対策に貢献できたと思われ
る． 
受講者及び一般来館者へのアンケートでも，良い企
画であり，来年度の継続を希望するという意見が多か
ったが，参加者へのアンケート用紙が小学生以下と中
学生以上で若干異なっていたので，それぞれについて
集計し検討した．総数が 113 名で，小学生以下が 78
名，中学生以上が 35 名であった．本事業が「小中学生
のための」ものであり，数の多い小学生の結果につい
て検討した． 
なお，中学生以上のアンケート結果については，設
問がやや異なっているため正確には比較できないが，
本事業の満足度等やや厳しい結果が出ているものの，
ほぼ同じような結果が得られた．アンケート項目の中
で重要と思われる「参加した感想」，「また参加したい
か」，及び「誰から聞いたか」について検討を行った． 
小学生以下については、アンケート数が 78 名であ
ったが、年齢に関しては、保育園と幼稚園が約 1%と少
なかったが、小学 1年から６年までのそれぞれの学年
が 13%から 19%の範囲でほぼ同じ割合であった。科学教
室の対象者については、小学生は 5,6 年生の高学年に
限定したにも関わらず、幅広い学年層が参加していた
ことがわかる。 
まず，図 8に示したように，「活動が楽しかったか」
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については、とてもとまあまあ楽しかったを合わせる
と約 99%となり、ほとんどの園児や児童が楽しいと感
じている。ただ、約 1%があまり楽しくなかったと回答
しており、自由記述欄の内容も参考にしてその原因を
検討することが必要である。 
次に，「また，参加してみたいか」については，図 9
に示したように，とてもとまあやってみたいを合わせ
ると約 99%となり、ほとんどの参加者が今回の催し物
に満足し、来年度の開催を楽しみにしているようであ
る。 
最後に，図 10に示したように，「今日の活動のこ
とを誰から聞いたか」との質問に対しては，家の人か
らが約 61%、先生（学校）が約 14%、お友達が約 13%、
その他で新聞が約 6%、来館して知ったが約 4%、インタ
ーネット（ホームページ）が約 3%であった。たまたま
来館して知ったのがわずか 4%と、大部分が何らかの方
法で開催を知り参加しており、県内の学校へのチラ
シ・ポスターの配布や新聞への記事掲載や案内などの
PR活動の成果が出たようで、広報活動の効果が伺える。
家族からが半数以上であるが、先生（学校）と友人か
らを合わせると約 87%となり県内の学校へチラシ・ポ
スターの配布の効果が大きかったようである。新聞に
ついては約 6%ではあるが、数日前に地元ブロック紙の
新聞の 1面下コラムに関連する記事、前日と当日には
開催のお知らせの記事が載り、この記事を見て尋ねて
きた参加者も多かった。報道機関からの発信の影響は
大きく、これからも多いに活用しいく必要があると思
われる。 
次にやってみたいことや気づいたことについての
自由記述では、ロボット、車、ラジコンやキャラクタ
ーゲームなどを作ってみたいとの具体的な希望も多か
ったが（特にロボット）、実験を行いたいとの意見もあ
り、工作教室、科学教室の要望が強いようである。珍
しいものとしては、科学教室の一つとして可能である
か疑問であるが、恐竜の歯の発掘をしてみたいとの要
望があった。また、作品がすごかったや想像以上にす
ごかったなど、十分に手応えを感じてもらえたようで
ある。 
市立科学館等の公設の施設との連携により，それぞ
れの特徴を補い合いながら，お互いの強みを十分に発
揮することができ，それぞれが理科離れや科学技術教
育の推進に大きく寄与できたことを実感した． 
 
4 今後の課題 
今回が二回目の試みであったが，先に述べた参加者   
図８ 参加した感想（小学生以下） 
 
図９ また，参加してみたいか（小学生以下） 
図 10 誰から聞きましたか（小学生以下） 
 
のアンケートや担当者の意見などからも，進行方法や
展示・実験内容等改善すべき点がまだ多かった．今後，
担当者間で十分に検討し，さらに創意工夫することに
より充実した内容にすることが必要であるが，今回課
題となった幾つかの項目について以下に述べる． 
まず，平成 21 年度は、学校行事等の関係で小中学
校の夏休み終了後の 9 月 6 日に開催したが、参加者か
らは自由課題のテーマ等にするため、小中学校の夏休
み（7 月下旬及び 8 月）中の開催希望が多く、今年度
は 8 月 22 日に行った。しかしながら、準備期間が短
くなり、関係者への説明、機材の調整やリハーサル等
が十分に行えなかった。今後は、8 月最後の日曜日に
行うようにして、実験教室等のテーマを早い段階で決
定し、準備の取りかかりを早めるようにする必要があ
る。 
今年度は、昨年度の倍以上の 1,300 余りの入館者が
あった。しかしながら、広報については、今年度は市
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立科学館を通さず直接市内や近隣の小中学校へポスタ
ーやチラシを配布したが、前述のような理由で周知の
期間を十分に確保することが出来ず通知が遅れた。予
算の確保の問題等もあるが、ポスター等の図案等を早
めに検討し、配布時期を早め周知を十分に行う必要が
ある。また、ホームページ（インターネット）等をさ
らに活用して、迅速かつ広範囲に伝達する必要がある。 
今回 2 回目の試みであったが、実験教室のテーマ等
も増え、担当者及び参加者も多くなり、一つのテーマ
当たりの専有面積も狭くなり、各学科の展示及び実験
を行った企画展示室は非常に混み合った状況であった。
各テーマの時間調節の再検討や、科学館の通路など今
回利用しなかったスペースの確保などが必要である。 
今回も、実験教室の対象者を小学生高学年と中学生
としたが、一般の参加者は小学生が圧倒的に多く、助
手として担当した学生も説明などに戸惑いがあったよ
うである。中学生への理科離れ対策も大変重要であり、
実験教室の対象者を中学生のみにする等、中学生の参
加を大幅に増やす対策について再検討しなければなら
ない。 
今年度も実行委員会を立ち上げ取り組みの充実を図
ったが、先の述べたような理由で準備期間が短く、担
当者も昨年度より多い７0 名近くなり、担当者への説
明が十分でなかった面がある。そのため、会場設営も
当日の朝となり、リハーサルが十分でなく、進行が混
乱した面がある。今後は、担当者の数も絞り、実務者
会議を早期に開く等説明を十分に行い、会場設営等も
前日までに済ませリハーサルを十分に行い、進行がス
ムーズに行くように取り組みたい。 
開催場所は鹿児島市内の市立科学館で、利便性が良
く、多数の参加者を集めることが出来た。 
しかしながら、鹿児島市近隣の参加者が大部分で、
また、本校からの機材の搬入等の問題もあった。本校
が主催する他の理科支援行事などとの関連もあるが、
本校が位置する霧島市近隣での開催も含め、総合的な
再検討が必要である。 
 
5 結 言 
平成 21 年度に引き続き、鹿児島市立科学館との共
催事業として取り組んだ「鹿児島高専の日 2010」につ
いては、学内及び市立科学館等、各方面の協力で無事
に終了することが出来た．多くの入館者、科学実験教
室の受講者があり、 報道機関については、地元の南日
本新聞社の取材を受け、後日、記事が掲載された。本
事業は、前年度に引き続き JST の地域活動支援の「地
域の科学舎推進事業」に採択されたこともあり、各学
科と技術室の広報委員会委員及び企画係で実行委員会
を昨年度と同じように立ち上げ、準備段階から各学科、
技術室及び事務部にご協力を頂いた。 
鹿児島市立科学館からの依頼もあり、来年度以降も
今回支援を受けた JST へ申請をしながら、開催の準備
を進めていくつもりである。今回 2回目であったが問
題点もあり改善すべき点も多く、今後も学内及び市立
科学館の協力を得ながらさらに検討していく予定であ
る。 
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